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等々の対策も必要だなと考えているところでは

ございます。 

○大道寺 信委員長 ７番、我妻 昇委員。 

○７番 我妻 昇委員 時間もないので、その他

の指標というふうにも言ってたんですが、例え

ば将来負担比率、ちょっと私もここ余りずっと

気にしてなかったと言うとあれなんですが、よ

くわからない状態でいたんですが、県内では長

井市24年度の決算では127.3％というふうにあ

りまして、県内では28番目なんですね。悪いん

ですね。悪いというか、28番目ですので、下か

ら６位なんですが、こういった部分というのは

単純に将来負担比率とは自治体が将来負担する

必要がある実質的な負債額がその自治体の財政

の大きさに占める割合を示したもので、負債額

には発行している地方債残高やその償還に充て

る繰入金のほか地方公務員の退職手当の支給予

定額なども含まれるということですけども、こ

れが結構高いんだなというふうに、長井市が、

この将来負担比率について財政課長はどのよう

な見解をお持ちでしょうか。 

○大道寺 信委員長 齋藤環樹財政課長。 

○齋藤環樹財政課長 将来負担比率につきまして

は、地方公共団体の借入金、代表的なものは地

方債など抱えている負債の大きさ、その他、そ

れに加えまして債務負担行為とかも含めまして

将来負担比率につきましては、特に実質公債費

比率につきましては一部事務組合等も含めます

が、将来負担比率につきましては第三セクター

等含めた実質的な将来の負担ということで、そ

の団体、団体でいろんな事情があるということ

で、長井市の場合、いろんな特殊事情もござい

ますので、減ってはいますが、現時点では高く

なっているということだと考えております。 

○大道寺 信委員長 ７番、我妻 昇委員。 

○７番 我妻 昇委員 時間もありませんので、

その将来負担比率というのも公営企業だとか第

三セクターということですね。第三セクターも

自治体によって大分事情が違いますが、長井市

も抱えてますので、その辺も踏まえて総合的な

判断をしていかないと将来に禍根を残すという

ことになりかねないと思っております。 

 市長に最後に、２番目の質問がもうできなか

ったんですが、最後に、市長に経常収支比率に

ついて後年度弾力性のない予算を組まざるを得

ないことになるんではないかというふうに私は

思っております。公共施設やその他いろんなこ

とに取り組むのはもちろんいいんです。市民の

ニーズに応える、あるいは今までできなかった

ことをしていくというのはいいことだと思いま

すけれども、経常収支比率が高くなって将来財

政を圧迫させてしまうということについて市長

の見解を最後にお伺いして終わります。 

○大道寺 信委員長 内谷重治市長。簡単に答弁

お願いします。 

○内谷重治市長 平成18年は、全国の自治体

1,900あったわけです。ワースト11位ですから、

こんなによくなったということですね、ある面

から見れば。ただ、まだまだ大変だということ

であります。 

 経常収支比率については、我妻委員おっしゃ

るとおりなんですが、弾力性がない、硬直化し

てるということは確かでありますが、かつては

100を超えてましたし、また原因が幾つかあり

まして、そういった部分では特に公共下水道の

繰出金等が非常に大きいと、そういった特殊要

因があります。今後は、できるだけ財政構造を

変えるように、自主財源の比率を高めていくと

かそういうことをしながら、今の地方交付税制

度の中では限界がありますけれども、やっぱり

公共事業等は計画的にやっていきたいと、その

ように考えてるところでございます。 

○７番 我妻 昇委員 ありがとうございました。 
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○大道寺 信委員長 次に、順位６番、議席番号

４番、今泉春江委員。 

○４番 今泉春江委員 今泉春江でございます。

よろしくお願いいたします。 

 一般質問と同じような質問でございますが、

26年度の予算とも関係しますので、再度質問さ

せていただき、疑問が解決し、前進できますお

答えを期待いたします。原稿も出しております

ので、またかと思わず答弁よろしくお願いいた

します。 

 まず、最初の質問です。観光交流センターの

見直しをということです。 

 ずっと私は、問題点や疑問を指摘してまいり

ました。この３月にも関連予算が出ております。

ここで一つずつお伺いいたします。 

 まず、観光交流センターで長井市が活性化す

るのでしょうか。どの程度活性化するのですか、

お答えください。賛成する方は、長井市が活性

化し、雇用が生まれるとしておりますが、実際

にはどうなんでしょうか。雇用はどの程度見込

んでおりますでしょうか、まずお聞きいたしま

す。 

○大道寺 信委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 以前にもお答え申し上げており

ますように、現在基本計画を立ててるわけです。

見込みとしてはきちんとした裏づけがございま

せんので、数字だけがひとり歩きするとそこか

らまたお叱りを受けると思いますので、あえて

申し上げませんが、昨年の９月にお認めいただ

いた基本計画、基本設計、同時にさまざまな調

査等々も今そういったコンサル、調査会社のほ

うに発注しておりますので、それらの結果を見

てお答えをさせていただきたいと。したがいま

して、まだその結果が出ておりませんので、数

字はちょっとひとり歩きしてしまいますので、

想定はございますが、確定はしておりませんの

で、申し上げる段階ではございません。 

○大道寺 信委員長 ４番、今泉春江委員。 

○４番 今泉春江委員 じゃ、雇用は今のところ

数字としてはわからないということですね。 

 じゃあ、次、経済効果ということで、道の駅

での売り上げや純利益の予想ですね、長井市に

波及する全体の経済効果というところはどうで

しょうか。 

○大道寺 信委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 そちらの件もただいまと同じよ

うに、今泉委員にはなかなかご理解いただけま

せんでしたけども、そういったことを我々市役

所では残念ながら根拠ある数字を上げることが

できないということで、今委託してるところで

ございます。 

○大道寺 信委員長 ４番、今泉春江委員。 

○４番 今泉春江委員 それでは、この観光交流

センターができることにより長井市内の民間の

商店や企業などに及ぼす影響ですね、プラス効

果、マイナス効果などはどのようにお考えでし

ょうか。 

○大道寺 信委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 数字的なところは先ほど申し上

げましたとおりでございますが、まず観光交流

センターの狙いは、農業振興、特に６次産業化

の大きな進展に必要な施設であるということ、

また食品加工はじめ今度はよりフリーのお客様

が道の駅、観光交流センターをご利用いただけ

るということから、さまざまな地場産品の販売

等、そういったところの売り上げが伸びるもの

だというふうに思っております。 

 また、マイナスの影響としては、いろいろ考

えられることも当然あるんだとは思いますが、

今のところマイナスということはないような形

で進めなきゃいけない。したがって、長井の品

物を置く、できるだけこの地域外の品物を置か

ない、あるいは長井市内のさまざまな飲食とか

物販、そういった方々のご協力を得てやってい
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くということでマイナスの影響出ないようにし

ていかなきゃいけないと。したがいまして、そ

ういったことによる産業振興によって効用をつ

くっていくという考え方です。 

○大道寺 信委員長 ４番、今泉春江委員。 

○４番 今泉春江委員 それでは、次、お聞きし

ます。４月から消費税が増税されます。また、

来年度さらにプラスになり、５％というような

消費税も予測されます。プラス５％ということ

が予測されます。こういう消費税増税による売

り上げ、道の駅での、この観光交流センターで

の売り上げなどの影響などはどういうふうにお

考えでしょうか。 

○大道寺 信委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 これはなかなか私どもで予測は

難しいのでありますが、まず身近な食料品が多

いということから、売り上げはなかなか市民の

方一人一人財布のひもがかたくなるということ

から考えると、今までみたいに順調に伸びると

いうことはないのかもしれませんが、それなり

に堅調に推移するものというふうに想定してお

ります。 

○大道寺 信委員長 ４番、今泉春江委員。 

○４番 今泉春江委員 今まで４つお聞きしまし

たけど、この中では何もはっきりしたものはな

く、消費税などの売り上げなども影響するとい

うようなお考えですので、非常にプラスのお答

えは何もないように思います。 

 まず、次へ進めてまいります。次ですけども、

当初予算、当初私たちにお示しいただいた予算、

何度か市長はお話しなさっておりますが、その

後いろいろ人件費の高騰や資材の値上がりなど

で当初予算より大幅にアップになっております。

まず、当初予算はどのぐらいで、そして現在ど

のぐらいアップになったのか、最終的にはどの

ぐらいの予算を考えていらっしゃるかお考えを

お聞きします。 

○大道寺 信委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 その件につきましては、まち・

住まい整備課長に答弁いたさせます。 

○大道寺 信委員長 浅野敏明まち・住まい整備

課長。 

○浅野敏明まち・住まい整備課長 お答え申し上

げます。 

 都市再生整備計画の当初の計画の段階では６

億4,800万円でございましたが、その後、計画

の見直しによりまして飲食・加工コーナーなど

の追加、国の宿舎の追加、または人件費及び資

材の高騰などを含めまして８億9,000万円ほど

になるところでございます。 

○大道寺 信委員長 ４番、今泉春江委員。 

○４番 今泉春江委員 最初に計画なさった計画

が６億4,800万円とおっしゃいましたね。そし

て追加で今８億9,400万円ということですね。

違いますか。 

○大道寺 信委員長 浅野敏明まち・住まい整備

課長。 

○浅野敏明まち・住まい整備課長 ８億9,000万

円でございます。以上です。 

○大道寺 信委員長 ４番、今泉春江委員。 

○４番 今泉春江委員 そういうことであれば最

終的には８億9,000万円ということで理解して

よろしいんでしょうか。 

○大道寺 信委員長 浅野敏明まち・住まい整備

課長。 

○浅野敏明まち・住まい整備課長 そのとおりで

ございます。 

○大道寺 信委員長 ４番、今泉春江委員。 

○４番 今泉春江委員 じゃ、今後はこれ以上ア

ップということはないと私たちは理解してよろ

しいんでしょうか。 

○大道寺 信委員長 浅野敏明まち・住まい整備

課長。 

○浅野敏明まち・住まい整備課長 お答え申し上

げます。 

 今、基本設計の段階の事業費でございます。
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今年度それを受けまして実施設計を今度発注す

る事業費、細かな細部にわたっての事業費が出

るわけですので、多少の増減はあるかと思いま

す。以上です。 

○大道寺 信委員長 ４番、今泉春江委員。 

○４番 今泉春江委員 今申し上げたように、こ

の当初より大幅な予算増というのは、今おっし

ゃったように人件費とか資材とかいろいろあり

ますけども、やはり今度工事なさる場合に消費

税による影響がまた出てくると思います。この

ことはどう対処されますか。 

○大道寺 信委員長 浅野敏明まち・住まい整備

課長。 

○浅野敏明まち・住まい整備課長 お答え申し上

げます。 

 先ほどお答え申し上げましたが、人件費、資

材の高騰、それから消費税等含めまして事業費

を８億9,000万円ということで見込んだところ

でございます。 

○大道寺 信委員長 ４番、今泉春江委員。 

○４番 今泉春江委員 今でもこのように予算が

増額になっておりますので、今後、多少の増加

はあるとおっしゃいますけれども、やはり市の

財政を今でさえ圧迫するのではないでしょうか、

大変疑問でございますけれども、そういう点で

市長はどうお考えでしょうか。 

○大道寺 信委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 市の財政を圧迫するということ

でございますが、やはり建設物価のスライドに

ついては、これやむを得ないと。浅野まち・住

まい整備課長のほうから答弁いたさせましたと

おり多少の増減があるということではございま

すけれども、できるだけ事業費をこれ以上上げ

ないようにしながら対処してまいりたいと。 

 財政に対する後年度負担については、以前か

らお示しのとおりでありますので、これによっ

て長井市がまた非常に厳しくなるというような

数字ではないというふうに理解しております。 

○大道寺 信委員長 ４番、今泉春江委員。 

○４番 今泉春江委員 お考えお聞きしました。 

 次に参ります。９月議会の観光交流センター

基本設計基礎調査業務委託の報告でございます

が、これは一般質問でも話になっておりますが、

どうなっておりますでしょうか。いつ議会に示

されるのでしょうか、お聞きします。 

○大道寺 信委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 まち・住まい整備課長に答弁い

たさせます。 

○大道寺 信委員長 浅野敏明まち・住まい整備

課長。 

○浅野敏明まち・住まい整備課長 お答え申し上

げます。 

 ほかの議員の皆様のご質問にもお答えしまし

たが、このたびの基本設計業務委託及び基本設

計基礎調査業務委託の工期が３月末日となって

おりますので、成果品を受けまして内部で精査

をして、議員の皆様には５月の全員協議会か、

または産業・建設常任委員会の協議会のほうで

ご報告を申し上げたいというふうに思います。

以上です。 

○大道寺 信委員長 ４番、今泉春江委員。 

○４番 今泉春江委員 わかりました。 

 それで次の質問に参ります。この３月議会補

正予算で実施設計予算が決まりました。これは

昨年12月議会の予算総括質疑での市長答弁とず

れがあるのではないかということです。そこで

昨年の12月予算委員会での髙橋委員の議事録を

読ませていただきます。髙橋委員の質問で、そ

の基本設計の成果品は25年度いっぱいぎりぎり、

当初予算では関連予算案などは出てこないとい

うことになりますかという質問に、市長は、建

設費予算は出ないが、まずは実施設計、基本設

計とか実施測量、基本調査を踏まえて実施設計

の予算、用地の買収の予算が出てまいります。

工事そのものは実施設計の後ということになり

ますので、以上が当初予算というふうに考えて
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いますと答えております。そしてさらに髙橋委

員は、実際その実施設計になるというのは議論

をかなりしないとまずいと思っており、その成

果品が出て、この成果品というのは先ほどの課

長の成果品ということと思いますけども、その

成果品が出て、市の考え方がある程度まとまっ

た段階で議会にも示していただいて、そこでか

なりぎりっとした議論をしないとうまくいかな

いのではないかというふうに心配をしてます。

そこは十分踏み込んでいく、進めていくことが

大事なことと思います。心配なのは今はその測

量であるかというところで、まずそれが出てか

らの議論になるのだと言っているわけですが、

その議論は５月の全協あたりで議会に示される。

だとすれば少なくとも１カ月２カ月間というと

ころは議論を集中的にするということをきちん

と担保してもらわないと、この課題は難しい。

市長に明言をいただきたいと質問し、市長はこ

れを受け、髙橋委員のおっしゃるとおりだと思

います。さらに当初予算を組んだとしてもやは

りある程度議論いただいて納得いただいた上で

ないと前に進めないということですから実施設

計の発注そのものは少し時間を見て十分な説明

をさせてご理解いただきながら進めていきたい、

このようなやりとりがありました。市長、間違

いありませんね。 

○大道寺 信委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 そのとおりです。 

○大道寺 信委員長 ４番、今泉春江委員。 

○４番 今泉春江委員 このように市長がお答え

になっております。そうであるならばこの３月

の補正予算に実施設計の予算を出してきたとい

うのは、ちょっと本末転倒ではないでしょうか。

私は、このことを聞き、基本設計の結果が出て、

実施設計はその後しっかりと議論していけるの

だと思っておりました。私だけではなく、市民

の方もそういうふうに思っております。このこ

とはどのようにお考えでしょうか。 

○大道寺 信委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 今泉委員に申し上げますが、今

泉委員が今、髙橋委員とのやりとりの中で申し

上げましたように、実施設計の予算をつけても

基本設計の結果を皆様にお示しして、その後皆

様からのいろんなご議論いただいて、その後実

施設計を発注すると、それからじゃないと発注

しないというふうに私が今泉委員に確認された

とおりでありますので、そのとおりじゃないで

しょうか。 

○大道寺 信委員長 ４番、今泉春江委員。 

○４番 今泉春江委員 そうであるならば私は、

せっかく大きな予算をかけた基本設計調査の結

果というものが出されて、それにより実施設計

の予算というか、実施設計にそれが生かされる

ような予算を組むべきではなかったかなと思い

ますけども、いかがでしょうか。 

○大道寺 信委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 まず、25年度の補正で実施設計

の予算を上げさせていただいたのは、26年度の

当初の予定でございましたが、これは一般質問

でも、また予算総括の中でも何度もお答え申し

上げてるとおり、前倒しで非常に有利な補正債

を使えるということで、実質的には26年度の事

業だということでありますので、それがまず基

本であります。 

 それとこれは５年間のパッケージ事業であり

ます。国の補助事業であります。これを当初予

算で組むというのが基本でありまして、５年間

の事業を当初で全然組まないというわけにはい

かないわけです。これは国とのやりとりの中で

26年度にこういった予算を計上して事業執行し

たいので予算の枠をいただくわけですから、そ

れを当初にしないで途中でやるということは基

本的にありません。ただ、当初予算に上げても

先ほどから申し上げておりますように実施設計

の発注はきちんとした議論の後だということで

あります。以上です。 
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○大道寺 信委員長 ４番、今泉春江委員。 

○４番 今泉春江委員 市長のお考えは実施設計

の予算があってもすぐには発注しないというこ

となんですけども、やはり12月議会で成果品が

出て市の考え方がある程度まとまった段階で議

会にも示していただいてというようなことも髙

橋委員はおっしゃっております。そこを市長は

理解なさってそのとおりだとおっしゃったと私

は理解しますけども、そうではないんですか。 

○大道寺 信委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 もう一度先ほど今泉委員がおっ

しゃったことをごらんいただきたいと思います、

原稿あるようですから。髙橋委員から12月のと

きに答弁した中身で実施設計は当初予算で組む

けれどもと言ってるでしょ。ですからもう一回

確認していただきたいんですよ。私は、その言

ったとおりでありまして、当初予算では計上さ

せていただきますが、基本設計が成果品として

出てきて、皆様からご意見をいただいて、その

後に中身を検討した上で実施設計の発注をする

というふうに申し上げてると思います。先ほど

今泉委員もそのように答弁書お読みになったと

いうふうに私記憶してますが、そうでないです

か。 

○大道寺 信委員長 ４番、今泉春江委員。 

○４番 今泉春江委員 済みません。私が申し上

げたいのは、実施設計予算というのが今回の補

正予算で決まりましたよね。今、市長もおっし

ゃったように、有利な予算があるのでというこ

とで決まりましたよね。それは補正でなくて、

実際は当初予算でということを市長はおっしゃ

ってたんじゃないんですか。だから嫌がらずに、

済みません、なかなか私理解できないもんです

から、ご説明いただければ。 

○大道寺 信委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 何回も申し上げておりますよう

に、26年度の当初予算で実施設計を組ませてい

ただいておりました。ただ、国のほうの補正で

ぜひ26年度の予算を前倒ししてほしいというこ

とで、その補正債を使わせていただいたと。し

かし、現実的には今泉委員もご存じのように全

て明許繰り越しと、26年度事業にするわけです

から、実質的には何ら変わらないわけでありま

す。ということを申し上げておるんですが、そ

んなことから私が髙橋委員からご質問いただい

た内容について答弁いたした内容と何ら矛盾す

るものではないと思っております。 

○大道寺 信委員長 ４番、今泉春江委員。 

○４番 今泉春江委員 市長のお考えわかりまし

た。 

 しかし、なかなか私の頭では理解できないと

ころがあります。私にとってはこのようにさま

ざまな問題が出ておりまして、市長は「あやめ

ＲｅＰｏ」などでこの道の駅、観光交流センタ

ーの計画などを市民に示してるわけですので、

またこの予算の増加、それからいろいろな計画

の変更、そういうものもさらに市民に示して市

民の理解を得ることが必要ではないんでしょう

か、いかがでしょうか。 

○大道寺 信委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 基本設計と基本計画を今発注し

てる状況でございますので、そのまだ段階であ

りますので、確かに事業費は８億9,000万円ぐ

らいまで増えてしまいましたが、それでも確定

でないわけですから、それは時期を見てお知ら

せするということのほうが私としてはよろしい

のかなというふうに思っております。 

 また、市民の皆様はある程度ご理解いただい

てるというふうに考えておりまして、したがっ

て今の時点でまたかわと道の駅を繰り返し「あ

やめＲｅＰｏ」で取り上げるということはもう

少し後でもいいのではないかなというふうに思

います。 

○大道寺 信委員長 ４番、今泉春江委員。 

○４番 今泉春江委員 やはり市民は、非常にこ

の中身がわからないもんですから、どうなって
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るのということで、９月に予算が決まり、一歩

前へ進んだわけですから、非常にそこを疑問視

してるわけですね。その不安を解消するために

も市民に予算のオーバーや計画の変更などお示

しすべきではないかなと思って質問しておりま

す。 

 そしてこの観光交流センター、道の駅、この

事業は当初、最初全員が反対しました。その後、

少しずつ賛成が増え、９月議会で僅差で可決い

たしました。 

 先日、ある市民の方が市長がある集会でこの

ことでこの道の駅の予算、９月に決定したこと

で毒まんじゅうをもらった方がいるなどと言わ

れているが、そんなことはないなどと挨拶の中

で話されたと聞きました。なぜ市長が自分から

みずからそのようなことをお話しなさったのか、

毒まんじゅうなどとはどういうことなのか。そ

して毒まんじゅうなど聞くに耐えがたい言葉で

す。その言葉を聞き、市民の皆さんは、ますま

す疑問や不安を持ち、反対の声を上げています。

市民のこういう声が市長、聞こえませんか。こ

のことをどう受けとめておりますか。 

○大道寺 信委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 そういう話があるということか

どうか知りませんけれども、そんなことはあり

ませんし、そういううわさがある、これは非常

に残念なことだということを申し上げただけに

すぎません。 

○大道寺 信委員長 ４番、今泉春江委員。 

○４番 今泉春江委員 じゃあ、市長はこの会議

というか集会の中で、どういう意味をというか、

そのうわさを否定するためにおっしゃったんだ

と思いますけども、そういうことはないと今お

っしゃいましたけども、やはりこんなことを多

くの市民が集まってる集会の中でおっしゃると

いうのは、非常に不謹慎ではないかと思います。

いかがですか、市長。 

○大道寺 信委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 どの会議での話かはわかりませ

んが、私が申し上げましたのはですね、そのぐ

らいいろんな対立でその反対から賛成に回ると

か、そういったことのそういう言われ方ってい

うのはひどいというお話をしたわけでありまし

て、何も私がそれをおもしろおかしく話したわ

けではないわけですよね。今泉議員、その場に

いらっしゃったかどうかはわかりませんけれど

も。 

 私は、そういったことを言った、言わないじ

ゃなくて、そういうことを言われるということ

は非常に残念だと。もう少し、やはり長井の将

来をどうするかと、これぐらい活性化が叫ばれ

ているのに、どんどん町から活力が失われて、

疲弊してるわけでしょう。そういうときに、や

っぱり前向きな話をしなきゃいけないんじゃな

いかと。 

 それがですね、いろいろいがみ合いみたいに

されるっていうのは非常に残念だというお話を

したわけで、その今泉委員がおっしゃってる中

身がわかりませんけれども、そういった内容で

私はお話ししたんじゃないかと思います。 

○大道寺 信委員長 ４番、今泉春江委員。 

○４番 今泉春江委員 市長がどの会議でとおっ

しゃいましたが、その会議に出席した方から直

接お聞きしました。市長はこういう毒まんじゅ

うというような言葉を使ったことをお聞きしま

した。ですから、私はそんなことはないと思っ

ております。ですから、そのようなお言葉を使

うということそのものが、非常に私は腹立たし

い。とても聞くに耐えがたい言葉です。そうい

う市民が集まってるところでそのようなお言葉

でそのうわさを否定なさるということは、実際

はそういうことを市長がお聞きになったという

ことなんですから、やはりそういうお言葉は慎

んでいただきたいと思います。多くの皆さんが

そこで集会で聞いて、その方たちがまた市民の

方へと広がっていくわけですから、本当にそう
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いうものがあったのかと聞かれたときに、私は

どういうふうにお答えしたらよろしいか。いや、

市長がそういうふうにおっしゃったなら、そう

なんでしょうとお答えしたほうがいいのかどう

か。非常にそういうところでの市長のお言葉と

いうか発言というのは、市民も注目しておりま

す。やはり大切なことですから、そういうとこ

ろは本当に気をつけていただきたいと強く要望

いたします。 

 再度、市長いかがですか。 

○大道寺 信委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 ご意見は承りました。 

 ただし、私は自分の身の潔白ということで申

し上げただけでありますので、私がいかにも何

かですね、かわと道の駅を進めるために、いろ

んなあの手この手を使ったみたいなことを言わ

れるのは心外だということを申し上げてるので、

今泉委員がおっしゃってることとは違うんです

ね。 

 私は市民に対して言ったのは、自分の身の潔

白を言うがためにそういったことを言ったんで

す。私は毒まんじゅうを預けたみたいなですね、

そんな言い方はないでしょうと、そういううわ

さがある、それは違いますということを、うわ

さを否定したわけですから、それがなぜ私があ

れなんでしょうか、今泉委員から不適切だと言

われるんでしょうか、それが私には理解できま

せん。 

○大道寺 信委員長 ４番、今泉春江委員。 

○４番 今泉春江委員 市長はご自分の身の潔白

をとおっしゃいました。・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・ 

 ・・・・・・・・・・・ 

○大道寺 信委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 ・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

○大道寺 信委員長 ４番、今泉春江委員。 

○４番 今泉春江委員 ・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

○４番 今泉春江委員 ・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・。 

○大道寺 信委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 ・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

○大道寺 信委員長 ４番、今泉春江委員。 

○４番 今泉春江委員 ・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・ 

○大道寺 信委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 ・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

（「そんなことはないぞ」の声あり） 

○大道寺 信委員長 傍聴席の方、静かにお願い

します。 

○内谷重治市長 ・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・ 

○大道寺 信委員長 ４番、今泉春江委員。 

○４番 今泉春江委員 ・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・ 

 しかし、やはり市長がこのような言葉を使っ

たと、本当にそういうことがあるのか、そこが

非常に残念で、私はきちんとした議論のもと、

賛成の方が増えて、僅差ではございますが、こ

の観光交流センターの計画が進んだと思ってお

ります。そういうふうに私は理解しております

ので、大変残念だということを申し上げたいと

思います。 

 そして、次に参ります。この僅差での決定と

いうことは、私は到底納得できないものがあり

ます。私の質問に対し、これは大きな事業です、

長井市にとっては重要なことですので、僅差で

はなく、やはり多数の賛成というか、理解を得

てから進めてくださいというようなことを質問

しております。そのときに市長は、やはり僅差

ではなく、大勢の方に理解をいただきたい、そ

して進めるということをおっしゃっております。

ですから、やはりこの僅差というもので、補正

予算も今回３月で決まったわけですね、補正予

算の実施設計予算が決まりました。補正予算と

いうところで、議論もなしに、やはりその僅差

の数の力で進めるなどというのはとんでもない

ことだと思います。 

 私は、この間５回も修正されたということで、

本当にこれは十分皆さんと議論をして、そして

納得の上で進めるべきだといつも思っておりま

すし、そういうふうにお願いをしておりました。

ですから、何よりも優先してする事業なのかと、

もっと優先すべきことがあるんではないかなと

いうところにいつも考えが行き着きます。です

から、私はこの観光交流センターというものは

大きく見直しをすべきではないかなと、今も思

っております。 

 昨日ですね、地区の方の集まりがありました。

そのときに、ちょっと最後の総会でしたので、

総会ということで、ちょっと懇親会なども軽く

あったんですけども、その中でいろんな話が出

ました。やはり市民の皆さんという私と同じよ

うな年代の方の中では、やはり今、ご自分の親

を介護してると、そして施設に入れてると。と

ころが、やはり経済的な負担が大きい、大変だ

と。もし自分もこの後というか、介護が必要に

なったときに、子供に介護や経済的な負担をか

けたくないと、特別養護老人ホーム慈光園のよ

うな施設に入りたい、今のままではとても不安

だと、やはり福祉ということが大事だと、大勢

の方がそこの中で話になりました。 

 ですから、私はこのような市民の声に耳を傾
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けて、そして私は何度も申し上げておりますけ

ども、福祉の町ということで、市長へ特別養護

老人ホームなどの増設、そういうことで福祉に

力を入れるべきだということを強く申し上げた

いと思います。ですから、道の駅の見直しなど

も含めて、ここに力を入れていただきたいと思

います。 

 市長、いかがでしょうか。 

（「委員長」の声あり） 

○大道寺 信委員長 議事進行。 

 14番、髙橋孝夫委員。 

○１４番 髙橋孝夫委員 ・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

私はこれは許せない。取り消すなら取り消す、

あったならあったで、それはきちっと何か確証

があればですけれど、ないのであれば、少なく

てもその言い方、一連のこの間のやりとりは、

削除を私はしていただきたい。これは私どもの

名誉のためにも申し上げたいと思いますが。 

 なお、委員長からその対応をお願いをしたい

と思います。 

○大道寺 信委員長 12番、安部 隆委員。 

○１２番 安部 隆委員 ・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・ 

○大道寺 信委員長 ここで暫時休憩します。 

 この間、議会運営委員会の中で今後の対応に

ついて議論させていただきます。再開は、ブザ

ーをもってお知らせいたします。 

 

 

   午前１１時４５分 休憩 

   午後 １時０５分 再開 

 

 

○大道寺 信委員長 休憩前に復し、午前に引き

続き会議を再開いたします。 

 なお、今泉春江委員から、午前中の総括質疑

における発言について、訂正したい旨の申し出

がありましたので、長井市議会会議規則第117

条の規定により、発言を許可いたします。 

 ４番、今泉春江委員。 

○４番 今泉春江委員 午前中の私の発言に対し

て、削除し、訂正を申し上げます。 

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・削除し、訂正いたします。 

○大道寺 信委員長 それでは、午前中に引き続

き、今泉春江委員の予算総括質疑を続行いたし

ます。 

 ４番、今泉春江委員。 

○４番 今泉春江委員 この質問はですね、市民

から本当はどうなのだというふうに聞かれ、質

問されたもんですから伺ったものであり、議員

は市民に説明する義務があるのではないかと思

い、公の場でお伺いしたところでした。 

 私は何も、この毒まんじゅうということで、

市長がこの毒まんじゅうということをお話しな

さった、そのことを問題にしておるんであって、

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・市

長の口からこういうことが、この言葉が出たと

いうことはどういうことですかと。今、市長か

ら、先ほど、自分の身の潔白をという説明を受

けましたので、そのように受けとめまして、こ

の質問は終わりたいと思います。 

 この道の駅の質問に対して、まず最後に、い



 

―４０９― 

ろいろこういうふうに私は納得できないことが

たくさんあります。ですから、まず見直してい

ただきたいと強く申し上げ、この道の駅観光交

流センターの質問は終わらせていただきます。 

 あと時間ありませんので、次の質問に移りま

す。 

 次の質問です。相談収納の徹底をと。違法差

し押さえは根絶し、相談収納の徹底をというこ

とでお伺いします。違法差し押さえは根絶し、

相談収納についての質問です。 

 昨年12月議会や今回の一般質問でも質問して

おりますが、児童手当は昨年、広島高裁松江支

部が児童手当差し押さえは違法との認定をした

ことを受け、市長は児童手当の差し押さえはし

ませんと約束なさいました。 

 しかし、一般質問では、専用口座からはして

ないとのこと、ほかの口座からは今までどおり

しているということですか、お聞きします。 

○大道寺 信委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 児童手当の差し押さえは法で禁

止されており、それ自体は行っておりません。

それに伴い、その振り込みが専用となっている

口座の差し押さえも行っていないところです。 

 今回、今泉委員からあった差し押さえという

ようにおっしゃってる部分につきましては、税

務課長に答弁いたさせますが、やはり他の納税

意識の高い大多数の納税者の皆さんと公平性を

欠くことのないよう、粛々と、今回は、違法で

ない差し押さえを実施したわけでございます。 

 また、我々は、税収の確保、収納率の向上を

大目標に掲げております。そのためにはこのよ

うないたし方ない差し押さえも必要というふう

に考えているものであります。 

○大道寺 信委員長 青木邦彦税務課長。 

○青木邦彦税務課長 お答えいたします。 

 このたびの９件の内容でございますが、３つ

に分けられるというふうに思っております。一

つ目でございますけれども、余り喜ばしい形で

はないんでありますが、児童手当の差し押さえ

について、了承あるいは依頼をされている方が

いらっしゃいます。この方が４件でいらっしゃ

います。 

 ２つ目でございますが、これも余り喜ばしい

姿ではございませんが、今まで数年にわたり幾

度となく差し押さえをさせていただいた方で、

ましてや何の反応も相談もない方でございます。

そして、しかも自主納付は一切されていない方

でございます。もちろん滞納の督促、催告はさ

せていただいておりますが、それでもしていた

だけない状況でございますので、やむを得ない

と思っているところでございます。これが２件

でございます。 

 それで、３つ目でございますが、滞納処分に

係る全体的な考え方によるものでございますが、

12月議会に委員からもいろいろご指導等もいた

だきましたので、こちらとしては新たな取り組

みとして、新規の滞納者につきましては、でき

るだけ自主納付あるいは納税相談を促すべく、

改めて差し押さえ予告書というものを送付させ

ていただいております。それでも反応のない方

につきましては、差し押さえはやむを得ないと

考えるところでございまして、その各取り組み

の中で児童手当の分も入っていた方もいらっし

ゃったということが実態でございまして、これ

が３件ということになります。 

 以上でございますけれども、いずれの方も差

し押さえそのものにつきましてはご理解、ご了

承、あるいは仕方がないというふうに理解して

いるところでございまして、そして、市長も申

し上げましたとおり、最低限、専用口座につい

てはしないというふうなことで、できるだけ少

なくなるような方向で私どもも取り組んでいる

状況でございます。以上でございます。 

○大道寺 信委員長 ４番、今泉春江委員。 

○４番 今泉春江委員 今、課長のほうからご答

弁いただきましたけど、２月10日の専用口座で
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ない差し押さえは９件、36万5,669円となって

おりますけども、今、市民がお願いしているこ

ととか何回差し押さえてもとか、いろいろその

９件の内容を説明いただきました。これ以外に

はないということですか。児童手当が振り込ま

れた、そのほかは全部専用口座ということなん

でしょうか。 

○大道寺 信委員長 青木邦彦税務課長。 

○青木邦彦税務課長 お答えいたします。 

 児童手当に係る専用口座については、一切差

し押さえはしておりません。児童手当に全く関

係のない方の差し押さえもさせてもらっている

例はございます。 

○大道寺 信委員長 ４番、今泉春江委員。 

○４番 今泉春江委員 市長がおっしゃるように、

専用口座からはしてないと。そして、２月10日

の専用口座でない差し押さえが９件ということ

で、これで児童手当振り込みの差し押さえとい

うのはこの９件だけで、あとはないということ

ですか。そういう、ちょっとそこを課長、お願

いいたします。 

○大道寺 信委員長 青木邦彦税務課長。 

○青木邦彦税務課長 児童手当に対します差し押

さえは９件でございまして、それに一切関係の

ない差し押さえについては６件ほどさせていた

だいておるということでございます。 

○大道寺 信委員長 ４番、今泉春江委員。 

○４番 今泉春江委員 わかりました。 

 長井市では、児童手当をもらってる方が相当

いらっしゃると思います。その中で、この９件

以外は皆さん児童手当としてお受け取りになっ

てるということでよろしいわけですね。何かち

ょっと意味がわかりませんけども。本当にこの

９件だけで、あとはしてないというふうに判断

してよろしいんですね、課長。 

○大道寺 信委員長 青木邦彦税務課長。 

○青木邦彦税務課長 専用口座でない方では、児

童手当をもらってる方は確かにいらっしゃいま

す。児童手当専用の口座についての方について

は、児童手当をもちろんもらってるわけですが、

その方については差し押さえはしておりません。

専用口座以外の方で、これらの方をさせていた

だいたということでございます。 

○大道寺 信委員長 ４番、今泉春江委員。 

○４番 今泉春江委員 わかりました。ちょっと

専用口座だけの方が何人いらして、そうでない

方が何人だったかとか、そこまではちょっと詳

しくわからないもんですから。 

 でも、この児童手当ですよね。だから、私が

質問しております、資料をお願いしたものは、

２月10日の専用口座でない児童手当振り込みの

差し押さえは何件かということをお聞きして、

９件という、36万5,669円という資料をいただ

いたわけなんですけども、そのほかの専用口座

でないものは、してますということなんですね。

何回も申しわけありません、納得するのに。 

○大道寺 信委員長 青木邦彦税務課長。 

○青木邦彦税務課長 児童手当をいただいてる方

のうち、専用口座の方については一切差し押さ

えはしておりません。専用口座でない方、いろ

んなお金が入出金されている口座についてのう

ちといいますか、この方については、これらの

９件の方にさせていただいております。 

○大道寺 信委員長 ４番、今泉春江委員。 

○４番 今泉春江委員 しかし、申し上げたいの

は、児童手当の趣旨からしても、児童手当その

ものは児童の養育に充てるべきものであり、専

用口座でなくても児童手当というものは差し押

さえすべきではありません。児童手当を受ける

権利自体を差し押さえたと変わりはないのだと

思います。 

 しんぶん赤旗に掲載されておりました記事に、

京都府が国保税滞納で、差し押さえが５年前と

比べると４倍に急増、預金、給与、容赦なく、

５年前に1,035件だったのが4,257件に増えたと

いう記事が出ておりました。長井市も私、12月
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議会でも質問しましたが、５年間で同じように

増えております。その中で、長井市は平成24年

度959件という差し押さえでした。京都府では

4,257件と急増しておるということだったんで

すけれども、２万8,000人の長井市が959件、京

都府、あの大きい京都府でさえ4,257件という

ことなんですけども、やはりこの長井市の多さ

には本当に驚くわけですね。 

 今後児童手当の差し押さえはないというので、

差し押さえ件数はずっと減ると思いますけども、

やはり県内13市の差し押さえ件数はトップだと

いうことを私は申し上げました。このトップと

いうのは、いいことのトップでは本当に賛成で

はございますが、このようなトップというのは

やめていただきたい。そして、差し押さえは根

絶して、相談収納を徹底していただきたいと思

いますけども、市長の考えをもう一度お伺いし

ます。 

○大道寺 信委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 以前にも申し上げましたとおり、

差し押さえの件数が近年増えてきたということ

は、余り褒められたものでない、できればそう

いったことはしたくない。 

 ただし、放置してしまいますと、むしろご本

人も大変になります。ですから、どこかの時点

で、やはり増やすこともいたし方ないのかなと。

やはり税の公平性という面から言えば、今がピ

ークで、これからは徐々に減らしながら、ぜひ

差し押さえしなくてもお納めいただくような、

そんな私どもの努力もこれからもしていかなけ

ればならないと思います。 

○大道寺 信委員長 ４番、今泉春江委員。 

○４番 今泉春江委員 努力をすると市長からお

っしゃっていただきました。ぜひそうしていた

だいて、相談収納で収納率も県内トップとなっ

ていただきたいと思います。 

 それで、最後の質問に参ります。市長は来年

度の予算の中で、市民の福祉、暮らし向上のた

めにいろいろな施策を考え、予算を計上されて

おります。 

 そこで、そこの中では子供の医療費を中学３

年まで無料拡大、インフルエンザ予防接種補助、

消費税増税による給食費の保護者負担の分は値

上げしない、また、国民健康保険被保険者の基

本健診の無料化、それから20歳から39歳までの

方への検診無料クーポン券の送付、さらに住宅

リフォーム、新築補助の継続や拡大など、市民

の生活に寄り添った多くの提案がされておりま

す。私は、これは大きく市長の市政に対して評

価させていただきます。ですので、市長はそう

いうことであれば、差し押さえなど市民が困っ

ていることに対して、やはり相談収納などとい

うことで差し押さえを根絶していただきたいと

強く思います。 

 市長のこの、私はギャップというか、市長の

こういう相談収納、強制差し押さえと市民に寄

り添った市政というこの違いがどうなのかなと

非常に疑問に思うところです。 

 このように、私は、市長はやる気になれば、

市民に寄り添う温かい市政が幾らでもできるん

だと思います。このことを裏切ることなく、市

民に寄り添う温かい市政運営をしていただきた

いと強く思います。それを大きく期待いたしま

す。 

 最後に、市長のそのお考えをお聞きします。 

○大道寺 信委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 今泉委員からご評価いただきま

してありがとうございます。もっともっと市民

福祉の向上を図らなければならないと、そのた

めにも行革を職員一丸となって、そして皆様か

らご理解、ご協力いただいて行ってきたわけで

すから、今後もさらに充実したいと思います。 

 なお、差し押さえについては、これは今後で

きるだけ少なくしていかなければなりませんが、

しかし、何もしないでいると、不公平性という

ことが生じてまいります。そういった意味でい
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えば、今後はそういったことを減らしながらも、

ぜひ何とかお納めいただけるような、そんな努

力もしてまいりたいと思いますので、今後とも

よろしくお願いしたいと思います。 

○大道寺 信委員長 ４番、今泉春江委員。 

○４番 今泉春江委員 終わります。 

 

 

 小関秀一委員の総括質疑 

 

 

○大道寺 信委員長 次に、順位７番、議席番号

５番、小関秀一委員。 

○５番 小関秀一委員 大分春めいた天気で、春

の兆しがぽかぽかと伺えるきょうでありますけ

れども、予算総括最後になります。よろしくお

願い申し上げます。 

 提示されております26年度の予算については、

説明のあったとおり122億円、昨年度から比べ

ますと、金額で９億3,000万円、8.2％の増額に

なる大型予算であります。さまざまな市民生活

のための新しい事業も起こしながらの予算とい

うことでありますので、一つ一つ意義のある、

またちょっとその工夫が必要かなというふうな

ことも含めて提示されております。 

 私は、予算総括に当たりまして、３つの項目

で質問をさせていただきます。 

 一つ目は、マスコミ等でも長井市の予算の概

要の記事の中では、大きく市営バスの拡充につ

いても報道されております。かつて、私も一般

質問でも市営バスのメリット、デメリット、課

題や改善点等について質問をさせていただきな

がら、市民の足としては、理想的にはデマンド

が一番と利便性があるんでないかというふうな

ことを申し上げたことがありました。今回、25

年度の調査事業でさまざままとめられまして、

今般の予算の中で、特に７月からの予定として、

新しい路線で市営バスが運行されるということ

でありますので、少し市営バスの運行について

質問させていただきます。 

 予算的には、バスの運行経費として、バスの

購入とはまた別に2,178万円ほどの運行経費が

かかると、収入見込みとして551万9,588円を予

定しておられるということであります。ですの

で、全体の長井市の負担は1,400万円ほどの経

費で、新しい路線できめ細かく市民の足を守ら

れるということでありますけれども。 

 まず最初にですが、企画調整課長にお伺いし

ます。私どもは10月にも調査の中間報告をいた

だいて、市民の方々の意見としてさまざまなア

ンケートと住民の意見をお聞きになったという

ことでありますが、主に私、特に注目したいの

は、どういった年齢の方からの調査なりがされ

たのか、その辺確認をさせていただきたいと思

います。 

○大道寺 信委員長 鈴木一則企画調整課長。 

○鈴木一則企画調整課長 各地区のほうの地区説

明会のほうにつきましては、各地区の役員の

方々でございますので、年齢といいますと、大

体高齢者の方が中心になろうかと思います。若

い方もいらっしゃいますけども、その中で説明

をさせていただきました。 

 一番の今回のバスの導入は、地域の足という

ことで、今後高齢化社会を進むに当たっての高

齢者の足を、公共交通の足というふうな一番の

目的がございますので、ここでは実際的には地

区にばらつきがありまして、多く参加いただい

たところ、少ないところということもございま

した関係で、さらにミニデイサービスのほうに

も入らせていただいたところです。ミニデイサ

ービスにつきましては、10カ所ほど入らせてい

ただいて、地区の役員の方々だけでなくて、実

際にお乗りいただくことを想定してご意見を伺

ってまいったところでございます。 

○大道寺 信委員長 ５番、小関秀一委員。 

○５番 小関秀一委員 報告していただいた部分




